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P − 87　　 中高年婦人の 高 トリグ リセ ライ ドif皿

症 と 血液凝固系お よび線溶系に関する検討

ボ ス タ〜 S − 379

P − 88　　 大動脈壁硬化度に及ぼすエ ス トロ ゲ ン

の影響 に関する検討
一
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［目的］中性脂肪は コ レス テ ロー
ル に従属 して変

化する因子 に過ぎない とされ て い たが，フ ラ ミ ン

ガム研究所も最近にな っ て 高 トリグリセ ライ ド血

症 （高TG血症）は少なくとも更年期以降の女性の

動脈硬 化性病変の 危険因子で ある こ と を明 らかに

して い る 。そ こ で ，高TG血症の 動脈硬化性病変に

対す る影 響を血液 凝固系お よび線溶系を中心に検

討す る 。［方法］40〜74歳の 中高年婦人162例の総

コ レス テ ロ
ー

ル （TC），中性脂肪 （TG），HDLコ レス

テ ロ
ー

ル （HDO を測定した。また リボ蛋白分画に

より高脂血症の病型分類 （WHO）も行 っ た。さ らに

外因性凝固因子で ある第顎 ， 第 X 因子および線溶

系阻害因子 の plasminogen　activater 　 inhibitor−

1 （PAI− 1＞に っ い て も検 討した。　 ［成績］高脂

血症の頻度は 59／162例 （36．4％）で あ り ， 高TC血症

46／162例 （28．4％〉， 高TG血症34／162例 （21．O％）で

あ っ た。高脂 血症 59例の病型分類は皿a型 25例，恥

型21例お よびIV型 13例で あ っ た。低HDL血症 は16／
162例 （9．9％）であ り，こ の うち高TG血症をき たし

たも の は 10／16例 （62．　5％〉と高率で あっ た 。 血中

のTGの増加 に伴 っ て第V皿因子 の増加 が連動 し，正

相関を示 した （r＝O．　276）。またTGと第X 因子 も正

相関を示 した （r・ 0．369）。一一
方 ，

TGの 増加に伴 っ

て PAI− 1も増加 し正相関を示 した （r＝0．223）。　［

結論］高TG血症は ， 低｝IDL血症 ， 凝固系第VH，第 X

因子および線溶系阻害因子の PAI− 1の 増加の 合併

が ある こ とがわか っ た。そ して ，高TG血症は血液

凝岡閃子 （第冊，X 因子）と線溶系 （PAト 1）に変

化をもたら し，凝固能の亢進を引き起 こし，血栓

線溶系 を 血栓形成傾向に促進させ る こ とが示唆さ

れ た。

［目的］中高年婦人は卵巣機能の低下に伴い 、 動

脈硬化性疾患 が増加する 。 そ こ で エ ス トロ ゲ ン （E）

欠乏と動脈硬化 との 関連 を明らかにするため脈波

速度 （PWV ）の 変化 に つ い て検討 した。　［方法］対

象は未閉経婦人 23名 （1群）、両側卵巣摘出後婦

人24名 （II群） で 、平均年齢 （歳）は各 々 44．7、

44．8、body　 mass 　index（kg〆m2 ）は平均22．3、22．7で

ある 。 全例で血中エ ス トラジオ
ール （E2）、総 コ

レ ス テ ロ ー
ル （TC ）、ヘ マ トク リ ッ ト（Ht）、心拍

数、血圧、PWV を灘 した 。
　PW 測定はPWV −

200 （フクダ電子）に よ り行 い
、 PWV に及ぼす血管

内圧 の影響を考慮 して拡張期圧 80mmHg 補正 を

行 っ た 。 ま た II群を無作為抽出法に よ り二 群 に分

け、12名（Ha）に結合型 E 　O．625 　mg1 日を 1 ヶ 月間投

与 し、 他 の 12名（Ilb）に 対 して は薬剤 投与は行わ

ず 、 1ヶ 月後 の PWV を比較 した 。 統計学的解析は t

検定 を用い た 。　［成績］血中E2 （pg！ml ）は1 群で

835 ± 7．6、 H 群で 10以 下、　TC （mg ！dl）は 1群で 208 ±

8．6、H 群で 206± 7．3、　Ht （％）は 1群で 352 ± 3．8、

II群で 34，9± 4，1、心拍数は全例 で徐脈或 い は頻脈

を認 めなか っ た 。 PWV （mlsec ）は1群で 7．19± 0．47、

II群で 7．67± 0．4（p＜O．Ol・vs ．1群）、 結合型 El ケ月投与

の 影響に つ い て は 、 Ila群で 7，09± 0．21、　Ilb群で

7。72±0．29 （p〈 O．Ol　vs．　 Ila群）で あ っ た。　［結論ユE

欠乏に よりPWV は増加し、　 E 補充療法で そ の 低下

が 認め られ た 。 E 欠乏に よ り大動脈の 血管硬度は

増加 しその改善に はE 補充療法が 有用で ある 。
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